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	応用
	抗原情報
	背景
	プロスタグランジンエンドペルオキシド合成酵素（PTGS）は、シクロオキシゲナーゼとしても知られ、プロスタグランジン生合成における鍵酵素であり、ジオキシゲナーゼとペルオキシダーゼの両方の働きをします。PTGSには、恒常型アイソザイムPTGS1と誘導型アイソザイムPTGS2の2つのアイソザイムがあり、発現制御と組織分布が異なります。この遺伝子は誘導型アイソザイムをコードしています。PTGSは特定の刺激イベントによって制御されることから、炎症および有糸分裂促進に関与するプロスタノイド生合成に関与していると考えられます。 [RefSeq 提供、2009 年 2 月],触媒活性:アラキドン酸 + AH(2) + 2 O(2) = プロスタグランジン H(2) + A + H(2)O,補因子:サブユニットあたり 1 つのヘム B (鉄プロトポルフィリン IX) グループを結合します。,疾患:関節リウマチなどの炎症性疾患に関与している可能性があります。,機能:炎症の主要なメディエーターとして、および/または活動依存性可塑性におけるプロスタノイドシグナル伝達に関与している可能性があります。,誘導:サイトカインおよびマイトジェンによって誘導されます。,その他:この酵素は、ジオキシゲナーゼおよびペルオキシダーゼの両方として作用します。,その他:この酵素は、アスピリンなどの非ステロイド性抗炎症薬の標的です。,経路:脂質代謝;プロスタグランジン生合成。,類似性:プロスタグランジンG/H合成酵素ファミリーに属する。,類似性:1つのEGF様ドメインを含む。,サブユニット:ホモ二量体。,
	研究分野
	アラキドン酸代謝、VEGF、がんにおける経路、小細胞肺がん、
	画像データ
	

	Cox2抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Cox2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	Cox2抗体を用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ヒト肝癌組織の免疫蛍光染色。1, Cox-2ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
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